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(1) 形の違い
数多い昆虫の中で、ミツバチほど人間の讃辞をあび、
その探究心をかりたてたものは少ないc 毎年各国で発表
される研究報告は、彪大になるのしかし、既存の有数の
学者達の研究結果にもかかわらず、一歩彼等の生活の中
にふみこむ時、その多岐にわたる生活の営みは、依然と
して謎につつまれている O 私は、その数かぎりない観点
・の中から、今迄暗中模索し続けてきた手がかりの一端を
述べてみたし、と思う。
ミツバチのコロニーは、初夏の候には、 60，000近にな

ることは稀ではない。周知のごとく、この昆虫社会は、
3つのカストに分れ、受精と産卵は、 1匹の女王蜂と雄
蜂、四年化した幼虫の養育、巣造り、外敵の防禦は蜂群の
大半をしめる働蜂があずかる。
それらの外部形態は Aρis dorsafa のように、女王蜂
も、働蜂も大して違いのないものもあるが、普通は、女
王蜂と働蜂は、同じ雌蜂でも著しく異なった点が多い。
女王蜂の腹部を背面で切開すると、腹部ーばいに l対の
ブドウ状形をした卵巣がもり上り( 図I ) 、160-180近く
の卵巣小管には、卵原細胞が絶えず分裂を続けている。
そして輸卵管からは、 1 日平均1500-2000の成熟卵が相|
卵される。一方、働蜂の卵巣は、卵巣小管の数も少し
2  - 1 2あるにすぎなレ。女王蜂も働蜂もともに輸卵管か
らつながる背商に受精のう( 図I ) があるの
しかし働蜂に於ては非常に小さし腹部を切開しでも

認めにく¥ . ' 0 受精のうの背面には、精子を送り出す精子
管があり、それに付属する括約筋の調節により、自由に
受精卵( 働蜂) と末受精卵( 離蜂〕を産み分けている。
また、頭部の触角をみると、女主蜂、働蜂は納く、短か
く( 12節) 、雄蜂は長〈大きい 0 3節)0 ( 図1 ) 器官の
分化の著るしい形態としては、働蜂の後肢のJJ型節には、
花粉カゴと呼ばれる特殊のモの並びがみられる( 図J l )。
働蜂は. 花から花粉を集める場合、前脚の毛のブラシで
休め前半の花粉を、中脚で、体の後半の花粉をす品、落し、
これを口虫、ら吐きもどした花蜜で糊状にし後肢を上下に
激しく曲げながら、後肢の腔節の花粉カコーにつむ。その
腔節と、附節の関節にあたる部分には、働蜂特有の櫛状
に並んだ剛宅様の花粉カキをもっているの (阿] [ ) 働蜂
は、不妊性であるが、女王蜂がし、なくなった場合、今迄
退化していた卵巣が発達してくる。産卵する卵からは、
もちろん雄ばかりであるが、女王蜂の存在しなL 、ミツバ
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チは、結局、自滅するか、離散する他なし、。雄蜂は通常
1 - 3 月に200-300位現われて受精にあずかる働しかも
っていなし、。以上、簡単にミツバチの 3つの違いを述べ
たが、この複雑な昆虫社会の営みは、到底限られた紙面
につくすことは出来なし、。ミツバチの社会の個体の見事
な独立、完封主性に立ちし、る前に、まず、その分布と進化
の概観をーべつする必要があると思うの
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A 女王蜂の卵巣 B . c . 正常なハタラキバチの卵巣
( 原図)
D 女王の受精のう部分の拡大図 ( S N O D G R A自白〉
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E . ハタラキバチの触角 F. 雄蜂の触角
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A ハタラキハチの左前j肢( 原図)
B. ハタラキバチの左中j皮( 原図)
C. ハタラキバチの左後肢
D 女王蜂の左後肢
E. F. 腔節と附節の花粉カキ拡大図 ( S N O D G R A間〕
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(][) ミツバチの分布と進化
貯蜜性の昆虫としての、 ミツバチは、 ミツバチ科Aρ-
iade、ミツバチ属 Aρ!sに所属し次の 4種があるの
(1) Aρis mellifera Linne 
普通のミツバチ( 洋種) ゎヨーロツバに広く分布す
る。 lehzeni はノーノレウエ一、スエーデン、 ドイ
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ツに分布、小限と下唇は鐙くかたい。 lehzeni の南方
型として、 Apis. m. m e¥lifera var. lehzeniは中央ヨ
ーロツパ、オランダ、ベルギーに分布。
carmca はオーストリア、バルカン地方に分布、長
い口吻を持ち、 5?A蜂に対して強い。灰白色の毛でおお
われている O

ligustica は、イタリアン種、イタリア、イギリス、
アメリカ、オーストラリアに分布。( 黄色種) として
知られる。
caucaszaはコーカシャン種、コーカサス地帯、灰色
の毛と長い口吻をもっ。
subspeciesとしてIA.m.unicolor (アフリカ種) がある。
(2) Apis indica F A B .  
インド、セイロン、朝鮮、支那大陸、日本に分布す
る。日本の野性種には A戸is indica jaβonica R A D O自Z
kow自K IとA.. indica nigrocincta S M I T H及び A. indica 
戸eroni L A T R E I L L E の3型がある。第 1型は腹部全部
黒褐色、第 2型は腹部各節に黄褐色帯、第 3型は腹部
の基部 2 - 3節が黄褐色で末端は黒褐色である。
(3) A)うis dorsata L A T R .  
熱帯地方の最も原始的なミツバチで、南アジア、マ
レイ諸島、セイロン、インドに分布する。最大種、野
生し、ジヤングル岩石の凹みとか木枝に 1 m . 四方以
上の単層巣を作る。大体、大きさもスズメパチ位で、
働蜂、女王蜂、雄蜂の体型は殆んど同じである。
(4) Apis florea L A T R .  
同様に熱帯性ミツバチで、 A.dorsata に同じ。 巣の

大きさは人間の手のひら大で、潅木、小枝に垂直に単
層巣を作る。野生種のみ Aρis dorsata とともに人工
巣で育たない。
A. mellifera (洋種) は世界中で飼われ

ている種類で改良品種も多い。 A. indica 
( 東洋種) とは形態上は、後麹の脈遡で異
別される。ともに、木のウツロや、人工巣
内で多層巣を作り、その習性も似たところ
が多L、。分布上、南アジアを起点に、同一
祖先から一方は北進し、片方は西進し、気
候、植物相に適応し、現在の洋種、東洋種
に分れたと考えられてL、る。 A. i日diω 〔
東洋種) は、熱帯、亜熱帯に住みつし、た関
係上、形態、習性共に祖先型の痕跡を残す。
気温、天敵、植物相の要因で、巣分れする
事が多く、野生する。一方、 A. 押1ellitera ( 洋種) は独
自の採蜜用蜂として、世界に広く飼養される。コロニー
を増すために分封するが気温や、天敵で巣を放棄した
り、野生化するも少なく、純粋採蜜の蜂であるの
これは、歴代の養蜂家の改良と A. mellifera の分布

する亜寒帯地域のきびしい天候、気温、植物相の変化に
適応して現在のように独自のものになったと考えられて
L  、る o 2種の熱帯性のミツバチは、地域の天候、気温の
関係上、野外に単層巣のみを作るため、人工巣内で育た
ない。ともに、最も原始的な形態、習性を持ってしお。
昆虫類の所属する節足動物の起源は、甚だ古く、既に
カンプリア紀において分化発達したものが出現してい
る。真正の昆虫の現われたのは、更におくれデボン紀に
初めてみられる。植物が、著しく繁茂した石炭紀になる
と昆虫の数も種類も著しく増加してくるが、化石昆虫と
して、古網麹目が著名である。現在の昆虫の祖先型が多
く出現したのは次の二畳紀になってからである o (区1m
参照)
三畳紀には、双麹日の祖先型がジユラ紀には毛姐日や
ミツバチの属する膜遡目が現われたと考えられている。
c. G. B U T T L E R は、膜遡目の有剣類は形態上から、更に
おくれて進化したと述べてし、る。新生代第三紀には、有
剣類も寄生蜂類も多くみられるので Dr. IMMS は我々の
現存する蜂や蟻の祖先は、新生代第三紀以前、即ち、白
事紀あたりから出現したツチバチ、スズメバチの祖先型
から分かれて進化したので、はないかと述べている。
ミツバチ科の蜂はその食性、習性から考えて始めは、

食肉性であったものが、花をつけた植物の出現により、
その食性を、花蜜花粉に変えていったと考えるのが妥当
である。花の植物の出現は、現在のモクレン科、キンポ
ウゲ科の祖先型が白墓紀に現われているので、現在のミ
ツバチ、マノレハナバチのように花粉蜜を食べる昆虫の祖
先は、白霊紀に現われたスズメバチの但先型から分れ
て、これと同時代か、あるいは少しおくれて発達進化し
たと考えられている。

C第皿図〉 主な昆虫の地球上の出現史 (Ross 1948) 

( m )  昆虫社会の発展
ミツバチの生活はその徹底した集団組織をはなれでは

i考えられない o それは社会などというような生やさしい
l 様式ではない。多くの動物のもっている自己保存の能力
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そこから生ずる各成員聞の相互の依存関係と、その完全
な統一性は、完全に独立体になっている。
バッタや蛾の幼虫のように、僅数または多数の昆虫が

集まって形態上の一種の集団を作ったところで、それは
gregariousness 群棲) と呼ばれるものに過ぎない。 い
わゆる、社会的見虫といわれるミツバチや蟻や白蟻の生
活の多角性はし、かなる変容を経て発展してきたものであ
ろうか。社会を構成する各成員のカスト、 ( 例えば女王
蜂、働蜂、雄蜂〕の特殊な任務は F A B R E のいったよう
に、偶然に生じたものであるのか、昆虫の生活の基本的
な生活様式から考察してみると先ず社会的昆虫とはどう
云う仲間を指すのであるのか、 W . M O R T O N，W H E E L E Rや
Dr. A. D .lM M S は英国の昆虫学界で、 「社会を構成して
いる昆虫には、少くとも受精した雌を含んだ両親、一多
くの場合は雌のみーから成り立ち二世代にわたってその
子供達と同じ巣に住み、お互にある。程度の依存協力関
係、をもっ家族集団であるJ この定義は、成程妥当な説明
に思われるが、色々な問題が提起される。大部分の昆虫
というものは、母親が卵を産むとその殆んどが死んでし
まい、その子供との依存協力関係を持つものは非常に少
ないからである。とすれば昆虫に於いては、そのために
はコロニー・マザと云うべき母親は少なくとも自分の生
命を二世代にわたって延す必要が生じて来る。この雌の
コロニー・マザの生命の延長はどのようにして生じたも
のだろうか。勿論、単に、偶然に雌の生命が延び、その
子供との依存協力関係が生じたわけで、はあるまL、。様々
の環境の支配、器官の分化、各成員の分業の度合とかし、
ったものは、長い年月を経てミツバチに見られるような
社会に達したと考えられる。

ピ第百図ユ

〔ノイバラに産卵されたチユウレンジバチの卵及び
その幼虫の拡大図)

いわゆる蜂類にみられる社会の発展と変容の段階にみ
られる諸問題点は、日本の昆虫学界においても、岩田久
二雄、常木勝次、大串竜ーの諸先生の研究によって明ら

かにされてきたが、その各種蜂類の社会生活の多様性
は、複雑で簡単に要約することは出来な¥ ， ' 0  

昆虫の中で、一般に家族性昆虫 (Social ins日ct) とし
て知られているのは、ハチアリ、シロアリで、ハチの中
では、アシナガバチ、スズメパチ、ミツバチである。し
かし、等遡日のシロアリは膜麹日との関係、もうすく独自
に発達したものと考えられている。蜂類は、普通その生
活様式から 3つの大きなグループに分けられ、その第 1
は、成虫が植物体に産卵し、幼虫が葉や材質部を食う、
ハバチ、キバチ類の仲間である。私の観察した広腰亜日
の、チユウレンジバチ Arge 戸agana PA N Z E R では成虫
雌は春に、ノイバラの葉または茎にきて、その鋸状の産
卵器を葉縁の組織内に入れ、 1箇所に1箇ずつ楕円形の
寒天状の 1 m m位の卵を産卵する( 図f V) o 2 - 3 日後、
間もなく解化し、 3 m m程度の幼虫は( 図W ) 盛んにノ
イバラの葉を食レ始める。他の数種のバラの葉を与えて
もよく食べ外の植物は食べないようである O 幼虫は、 3
対の胸肢があり、鱗麹目の幼虫形態に類似し 3 - 4 同の
脱皮後、ノイバラの根元の土中に灰色の長径 1 c m の繭
を作り踊化ずる。解化後蝋化まで 2週間かかる。踊化後
の踊は 1週間後には胸部から姐、触角の原基があらわ
れ14-15日位で羽化する。しかし、ハパチやキバチ類
( 広腰亜日の食植性グループ) は、チユウレンジバチ
のように年に数回発生するか、または年に 1化で成虫は
主として春季に出現し生存期間の究部、単独自筆が多い。細
腰亜日の蜂も同様に 1年以上、雌が生存し、その子供と
生活の依存協力関係をもつものは非常に少ない。然し、
ミツバチのような高度に発達した昆虫社会は、星雲が出
現するように忽然と生じたわけではないであろう。それ
ぞれの蜂類の生活様式から進化の段階を示す第 2のグル
ーフ。は、成虫が他の昆虫体内、または体表面に産卵し、
幼虫はその昆虫を食い殺して育つ、ヒメメチ、コバチ、
コマユメチ類の寄生蜂の仲間と考えられてし、る。寄生蜂
の研究は、大串竜一先生の、ルビーアカヤドリコバチの
研究で、明らかなように、寄主選択行動の色々の変異が
みられ、環境と食物となる動植物の生態に応じて若干の
違レがあるが、親子同志の依存協力関係は簡単で、大き
な変化はないようである。次の第 3のグノレープは狩猟バ
チ、ハナバチの仲間で、成虫が他の昆虫叉は、花粉蜜を
採集してきて一定の場所に貯え、その貯蔵食物の上に産
卵し、幼虫はその食糧で育つ、前家族性ノ、チ類である。
このようにハバチ→寄生蜂→狩猟蜂、花蜂の! 慎をおって
進化してきたものというのが定説になっている。最後の
グループの狩猟蜂、花蜂類は、食物と蜂との関係及び蜂
同志の栢互依存関係が複雑多様で、色々な問題点が残さ
れ社会性昆虫に移行する前行的段階ともいうべき中心的
な問題があるようである( 前家族性ハチ類にみられる個
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体性一大串1959)。 この種のこうした個体相互の関係の
度合の多種多様性は簡単に要約することも出来ないし、
浅学葬才の私ごときものには手にあまることである。私
は、ミツバチの社会の一端を説明するために、食物( 特
に花蜜〕と蜂の関係、母蜂とその子蜂との関係を辿りな
がら、その一部の蜂をW . M .  W H E E L E Rやc. G. B U T L E R  
の知見を紹介し私見を加えて、その概観を述べたいと思
う。この第 3 グループの中でも一番前行的な段階を示す
ものとして、孤独性狩猟蜂や花蜂の仲間で成虫は巣と貯
食とを準備したあと、卵を生みつけて、巣を封じて去
りk、幼虫はひとりで
と、親と同じようにひとりで子供のために巣と貯食の準
備をする。花蜜を貯蔵する普通にみられるOsmia exca-
vata A L F K E N では、私の観察したところでは竹とか穴
の中に 1 - 2列に 1 c m 位の幼虫室は泥で仕切られ花粉
の大部を腹部の密生した毛によって運搬し、花粉蜜粒の
上に産卵をする。親子の相互関係は見られず、他の花蜂
にもこれと類似したものが多いようである。叉英国のハ
ナバチの一種の Prosoρis ρectoralis もこれに似たもの
で、通常沼地帯に棲息し、夏に受胎した雌は、アシの葉
からなる L妙。ra lucens の古い虫痛を利用して、 口に
ふくんで、運搬して来た花粉蜜粒の上に産卵する。 1箇ず
つ産卵する毎に、これを薄い葉状膜で仕切り、 5 - 8室
の独房の巣を作る。雌は産卵後死ぬが卵は数週間で鮮化
し、秋に踊化し、休眠状態で越冬後、翌春5 月始めに羽
化する。親子蜂の関係は簡単で、雌蜂は子蜂の育つに充
分な花粉蜜粒を貯蔵するのみであるのこうした前行的な
段階から更に一歩進んだと考えられる O いわゆる Sub
social insect といわれるものは成虫は貯食、 産卵した
後も巣をみすてず、幼虫の保護や食餌の追加を行い、時
には成熟羽化した次代の成虫としばらく同居したりする
前家族性狩猟蜂、及び花蜂の仲間である。例えば、ヒメ
ハナバチの一種 Halictus quadricinctus では、雌は産
卵が終ると、これを見守り、勝化後はミツバチの雌のよ
うに追加的に幼虫に花粉蜜を与えてこれを養う。しかし
成熟羽化した成虫になると、今迄の親子の有機的相互関
係は失われる。母親の生命の延長が特徴であるが、こう
したものは、半麹目のカメムシの一種である Elasmost-
ethus griseus、革麹自の Forficula auricularia (ハサ
ミムシ) にも見られ、この蜂の場合雌蜂の産室の造営時
聞が比較的長いために、最初に羽化した成虫が、偶然に
ある期間、同一場所に棲息する機会が生じたとも考えら
れる。狩猟蜂につレては、ニッポンハナダカバチの常木
先生( 1948) の研究が著名である。この種の蜂も、幼虫
が生れてからも、しばらくは成虫が育房に出入して親子
の接触がみられ、幼虫の存在によって、獲物を追加的に
運んで、これを養っている事が判明している。同時に育児

、重 "

行動にみられる個体差の種々の興味ある問題点を究明さ
れt.:.o
こうした前家族性蜂類の中でも W . H. W H E日L E R (19 

28) はヒメハナバチの一種であるHalictus malachurus 
は更に一段階社会性に近づいた、すなわち、母蜂とその
幼虫から発生した娘蜂とが、ある程度の相互依存関係を
示している事を指摘した。この種は、その地域の土中に
200-300巣の集団営巣( コロニーではなし、) をする蜂で
あるが、この蜂は前年の秋に受精した雌は早春にあらわ
れ、これらの雌達は自分の育った土中で、越冬したもので
あるが、互に闘争の末、 1 匹のみ残り他の雌は自分の新
しい巣を造営しなければならなし、。これらの雌蜂はタン
ポポ、ヤナギの乾燥した花粉蜜粒を作りそのとに 1箇ず
つ産卵する。 5月から 6 月にこの複巣から若い成虫が羽
化する。この子供達は全部雌で母親より小さく色彩も異
なる。若い雌蜂は卵巣の発達も末熟なので、もつばら母
親の産卵のための花粉粒の運搬や造巣の仕事に従事する
ようになる。この頃から母親は食糧も集めず産卵に専念
する。 8月になって始めて大型の雌と雄蜂が羽化する。
その期間中母親は数10匹の不妊の若い雌と同じ巣で生活
する。秋にこの大型の雄と雌は野外で自由に交尾する
が、自分の羽化した巣を全く顧りみない。晩秋になって
母蜂、不安任の若い雌及び大型の雄は死ぬ。受胎した蜂の
みが数匹自分の羽化した巣で越冬し、翌春あらわれる。
この類の蜂は、レちじるしくミツバチの生活に似てく
る。これは岩田先生の研究1 (942)の、カリウドバチの行動
の進化史にあらわれる前家族性営巣型の段階から、ミツ
バチ、アシナガバチ、スズメバチ、と同じように不妊性
の雌蜂のカストがあらわれることによって、家族性営巣
型に入る中間型とも見られるようである。この型のもの
には、同属のHalictus maculatusやHalictus immarg-
inatusにも見られるが、いずれも幼虫を育てる場合、追
加的な方法をとらず、発育に充分なだけの花粉蜜粒を用
いている。しかし、 Halictus scabiosae のように産室
の一部を、一時的な花粉貯蔵庫に用いているのもあるよ
うである。 Dr. B R A U N S  (1926) は南アフリカのAlloda
μ の数種は、産室も{ 乍らず、ただ楠物の内腔に卵を間
隔を置いて産卵し、花粉蜜も集めず、勝化した幼虫に追
加的に食糧を与えて育て、羽化した雌蜂( 不姫性雌は生
じなしうは、一時的に後から生れて来る蜂に対して自分
の母蜂と共に、食糧を運搬し追加的な方法で育てる例を
見ている。
しかし、 L、ずれにしろ、母娘蜂の関係は一方的であっ

て、相互の依存関係、は見られず、娘蜂は母巣を一時的に
せよ出入するが、各自の生活は孤立していると考えた方
が妥当であるυ

同じように、初夏にあらわれる Bombus (マ/レノ、ナバ



チ) においても、その雌は前年の秋に受胎したものであ
り、地面の穴とか、雑草の密生した木立で越冬するが、
木の根の凹みとか土中に、自分の体から分泌したロウ質
を用いて蜜状の部屋を数箇作る。最初の 1 - 2個は花粉
蜜つほと呼ばれるものであるが、あとのものには数箇の
卵を産む。最初羽化するものは性的にも末発達の雌で栄
養も悪く、型も小さい。これらの雌は、幼虫の飼育、営
巣にあたり、母蜂はもっぱら産卵に従事するようにな
る。夏から秋にかけて、成熟した雌雄があらわれ交尾す
るが、秋には雄蜂も母蜂も働蜂も死滅する。若い受胎した
雌は母巣を離れて越冬の準備をするが、これらの蜂では
幼虫の飼育も追加的に与える方法とか、一時的に貯蔵巣
をもっている点では Halictus malachu仰 S より進んで
いるが、娘蜂の生活は全く独立し孤立し、コロニーの数
も多くても Bombus terrestris のように400匹位であり
その殆んどが一年生で解体する。 C. G. BUTTLER は南ア
メリカに棲む Melψona iridiρennis は更にコロニーの
数も多く、母蜂が 1年以上生存し、分封も行い、母蜂、
働蜂の階級、分業の発達した段階にある蜂を紹介してい
る。こうした家族的営巣を完成したものは Polistes (ア
シナガバチ〉、 Vesρα(スズメバチ) にみられる。これは
アシナガバチの超個体制、吉川公雄( 1959)、 クロス

ズメバチ、信太利智( 1959)、 両先生の研究で明らかに
された。しかし、超個体制jを完成した、こうした蜂類に
も、種によって様々の変容の段階があり、如何にして社
会の分業性が確立されたかは種々の問題点が残されてい
る。一方ミツバチにおいても熱帯性の A.dorsata，A. 
florea では、コロニーの: 数は4000-5000位であり、な
お前者においては、涛室の型が、女王蜂、働蜂、雄蜂、
によってそれぞれ異なっている。

野外巣を作る、これらのミツバチの女王蜂、働蜂の生
命は A. indica， A. mellifera のように、 4 - 5方のコ
ロニーをもち木の洞穴の中に作る習性の蜂よりも短い。
母蜂の生命の延長がし、かなる生態、生理的な原因で生ず
るのであるのか、また母蜂が失なわれた時、働蜂がいか
なる原因で偽女王蜂として発達するのか、研究すべき問
題が残されている。

結語
色々とミツバチの社会を説明するために、その分布
と、進化の段階の概観を整理してみた。ミツバチは、そ
の本来の習性から、南アジアを起点に、気温、環境、特
に植物相の発展と同時に、人為的制約をうけながら、驚
くべき適応と変容を示しながら現在に到ったと考えられ
るo その社会の発展段階については私では、説明、要約
できるものではない。
今後の勉学の一方針として、助言、指導を賜わりたい
と存じます。
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「兵庫の自然J を編集して

100項目もある原稿を、かたっぼしから姐上にのせ
て、内容は勿論、表現に至るまで解剖された。しかしそ
の空気は部屋の暖房以上のあたたかさであり、今もその
体温が残っている o

私は被告席についた以外は、ほとんど見役聞き役であ
りながらも‘いつになったらこの編集が終るのかと、案
じながら時間の過ぎるのを忘れていた。
この閥、明石水族館より熱帯魚の水槽に小さいクラグ

のようなものがし、るんだが一一」と電話があった。即座
にマミズクラグではないか、これはそう珍らしレもので
なく伊丹の池に毎年発生している一一ーと少々、学のある

t  ，'. .，.q""，' 

色 八 良日

ところを見せることがで、きた。くわしいことは「兵庫の
自然」をとっけくわえておいた。これはこの編集に参加
させて頂いたおかげの、ホームラジー号でるった。いろ
いろ調査された結果、これはやはりマミズクラグであり
形態の異なるのは、幼虫のためであった。 r兵庫の自然
」を開くたびに、言葉でし、し、っくせぬこの本の体臭を感
じる、これは決して私だけではないだろう。
「兵庫の自然」を編集してというよりは、 " 兵庫の自

然研究会に参加して" と書きかえた方が、私にはぴった
りする。
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